
導
者
で
あ
っ
た
。
今
日
銅
像
に
依
つ
て
風
貌
に
接
し
た
様
に
思
ひ
、
追
憶

の
念
に
堪
え
無
い
次
第
で
あ
る
。

次
に
島
田
佳
突
数
授
の
追
懐
談
、
逍
族
の
謝
辞
あ
り
て
式
を
閉
ぢ
、
本
館

會
議
室
に
席
を
移
し
て
、
茶
會
の
間
に
故
人
の
追
憶
を
な
し
て
散
會
せ
り
。

て
趣
味
の
廣
汎
な
人
で
あ
り
、
数
育
者
と
し
て
は
懇
切
な
友
情
の
厚
き
指

⑧

竹
内
久
一
銅
像
除
幕
式

昭
和
五
年
五
月
三
十
一
日
、
校
庭
に
沼
田
一
雅
原
型
制
作
に
よ
る
竹
内
久
一

の
銅
像
（
胸
像
）
が
建
立
さ
れ
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
九

巻
第
三
号
が
除
幕
式
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

〔
か
ね
て
〕

故
竹
内
久
一
先
生
銅
像
除
幕
式
豫
而
本
校
々
庭
に
建
設
中
な
り
し
故
本

〔一二
十

一〕

校
数
授
竹
内
久
一
先
生
の
銅
像
は
、
先
頃
竣
工
し
た
る
を
以
て
、
五
月
三
十

日
午
後
二
時
半
よ
り
、
迫
族
閥
係
者
並
に
彫
刻
科
卒
業
生
等
約
五
十
名
参
集

し
て
、
荘
厳
に
罪
行
せ
ら
れ
た
り
、
式
は
令
息
の
除
幕
に
初
ま
り
、
痰
起
人

を
代
表
し
て
、
小
倉
右
二
郎
氏
の
経
過
報
告
あ
り
、
次
に
正
木
〔
直
彦
〕
本

校
長
は
大
要
左
の
如
き
一
場
の
祝
僻
を
述
べ
ら
る
。

故
竹
内
数
授
は
明
治
美
術
史
の
主
要
な
る
一
部
分
を
撥
営
し
た
開
拓
者
の

一
人
で
あ
る
。
そ
れ
は
従
来
職
人
で
あ
っ
た
彫
刻
家
を
美
術
家
と
し
て
の

〔
に
ま
で
向
上
さ
せ
た
〕

地
位
を
建
設
し
た
事
で
あ
っ
て
、
夙
に
奈
＿
艮
研
究
に
着
眼
し
て
、
恰
も
鎌

倉
時
代
に
天
平
の
彫
刻
の
復
興
を
行
う
た
様
に
、
明
治
時
代
に
奈
＿
艮
美
術

な
お
、
翌
六
月
一
日
の
『
国
民
新
聞
』
は
こ
の
銅
像
を
「
風
呂
敷
を
着
た
翁

の
銅
像
」
な
ど
と
多
少
椰
楡
し
な
が
ら
も
、
右
の
「
茶
会
」
に
お
け
る
関
係
者

の
、
竹
内
久
一
の
為
人
を
男
院
と
さ
せ
る
追
憶
談
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い

る
。正

木
直
彦
氏
「
竹
内
先
生
は
純
粋
の
江
戸
ツ
兒
で
、
漫
談
上
手
で
、
い
つ
も

〔泊
〕

〔

議
〕

赦
授
連
や
生
徒
の
仲
間
に
入
っ
て
梁
山
伯
氣
分
の
結
論
を
し
た
」

島
田
〔
佳
突
〕
赦
授
「
生
徒
と
一
緒
に
酒
を
呑
む
と
猫
ぢ
や
／
＼
を
踊
り
出

し
た
り
、
化
粧
行
列
な
ど
に
は
猿
田
彦
に
な
っ
た
り
し
て
ち
つ
と
も
先
生
ぶ

ら
な
か
っ
た
、
私
逹
が
卒
業
し
た
時
、
記
念
だ
と
云
つ
て
尺
度
を
下
す
っ
た

さ
う
し
て
尺
度
は
小
さ
い
目
も
り
も
し
て
あ
っ
て
大
き
な
も
の
に
も
間
に

合
ふ
、
君
等
も
學
校
を
出
た
ら
此
尺
度
の
や
う
に
自
由
に
伸
び
ね
ば
な
ら
な

い
と
諭
さ
れ
た
」

高
弟
石
川
〔
確
治
〕
氏
「
三
十
二
年
五
月
四
日
の
事
、
営
時
先
生
は
非
常
に

貧
乏
し
て
ゐ
た
、
と
近
所
の
富
豪
が
祖
暦
の
五
月
五
日
に
飾
る
か
ら
：
．．．． 
と

鍾
埴
を
注
文
し
に
来
た

『
マ
テ
／
＼
』

と
云
っ
て
裏
の
物
四
に
行
く
や
長
さ
二
尺
程
の

『
先
生
之
れ
は
坐
つ
て
ゐ
ま
す
ネ
』
『
鍾
旭
は
立
つ
て
許
り
ゐ
る
か
ら
、
俺
が

坐
ら
し
た
ん
だ
』
に
、
富
咲
は
其
鍾
埴
を
、
寺
崎
廣
業
氏
の
所
へ
持
参
し
て

見
せ
る
と
、
廣
業
盟
伯
手
を
打
つ
て
喜
び
面
白
い
、
さ
す
が
は
竹
内
君
だ
、

乃
公
は
其
鍾
埴
を
箱
に
描
か
う
と
云
つ
て
描
い
た
の
が
日
本
に
唯
二
つ
し
か

角
材
を
持
ち
出
し
て
来
て
目
の
前
で
彫
り
始
め
五
時
間
程
で
作
り
上
げ
た
、

し
い
の
で
、

の
復
興
を
確
立
し
た
大
立
役
者
で
あ
っ
た
。
作
家
と
し
て
は
雅
俗
に
亙
つ

な
ら
願
っ
た
り
か
な
っ
た
り
で
す
』
と
喜
ぶ
竹
内
翁
一
刻
も
早
く
金
が
欲

な
く
て
も
好
い
で
せ
う
新
暦
で
彫
り
ま
せ
う
」
と
云
ふ
、
富
梨
は
『
そ
れ

先
生
は
渡
り
に
舟
と
思
っ
て
、
「
イ
ヤ

遺
作
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。

也
暦
で
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物
品
製
作
依
頼
者
心
得

一
物
品
製
作
代
金
ハ
前
納
ト
シ
物
品
製
作
依
頼
書
提
出
ノ
際
之
ヲ
納
付
ス
へ

シ
但
製
作
代
金
多
額
二
上
リ
且
ッ
竣
功
期
日
迄
二
多
日
子
ヲ
要
ス
ル
モ

ノ
ハ
便
宜
数
回
二
分
納
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

年

東
京
美
術
学
校
長
正
木
直
彦
殿

此
製
作
代
金
〔
空
白
〕

右
貴
校
物
品
製
作
依
頼
者
心
得
承
知
ノ
上
製
作
方
及
御
依
頼
候
也

住
所
〔
空
白
〕

氏
名

月

日

昭
和

但
仕
様
書
、
図
面
別
紙
ノ
通

〔
空
白
〕

物
品
製
作
依
頼
書

本
学
芸
術
資
料
館
に
は
も
う
―
つ
の
竹
内
久
一
胸
像
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
昭

和
八
年
十
月
に
久

一
の
息
子
竹
内
久
雄
お
よ
び
親
戚
岩
田
藤
七
に
よ
っ
て
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
、
原
型
制
作
者
は
長
愛
之
、
鋳
造
者
は
香
取
秀
真
。
木
台
に
載

せ
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
二
年
十
二
月
に
完
成
し
た
。
も
と
は
久

一
の
家
塾
で
あ

っ
た
実
成
舎
の
同
人
た
ち
が
竹
内
家
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑨

依
嘱
製
作
に
関
す
る
規
程
の
改
正

昭
和
五
年
八
月
、
依
嘱
製
作
に
関
す
る
規
程
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。

な
い
坐
り
鍾
埴
…
・
:
』

一
物
品
製
作
中
依
頼
者
二
於
テ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
事
由
ア
リ
テ
中
止
解
約
ヲ
申

出
ツ
ル
ト
キ
ハ
既
納
ノ
金
額
卜
既
二
工
事
二
要
シ
タ
ル
金
額
ト
ヲ
相
殺
シ

納
付
済
ノ
金
額
二
不
足
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
追
徴
シ
過
剰
ヲ
生
ス
ル
ト
キ
ハ

之
ヲ
依
頼
者
二
返
付
シ
テ
契
約
ヲ
解
除
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
但
工
事
ニ

使
用
シ
タ
ル
現
存
材
料
ハ
依
頼
者
二
引
渡
ス
モ
ノ
ト
ス

一
天
災
其
他
抗
拒
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
故
二
依
リ
本
校
二
於
テ
工
事
ヲ
継
絞
ス

ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
既
納
ノ
金
額
ノ
内
ョ
リ
既
二
工
事
二
要
シ
タ
ル

金
額
ヲ
控
除
シ
タ
ル
残
額
及
ヒ
工
事
二
使
用
シ
タ
ル
現
存
材
料
ヲ
依
頼
者

ニ
引
渡
シ
他
二
責
任
ヲ
負
ハ
ス
若
シ
同
上
ノ
事
故
ニ
ョ
リ
製
作
中
之
ヲ

損
傷
シ
回
復
ス
ル
ニ
製
作
代
金
ノ
十
分
ノ

1

一
以
上
ノ
増
費
ヲ
要
ス
ル
ト
キ

ハ
其
十
分
ノ
ニ
ヲ
超
過
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
金
額
ハ
依
頼
者
ノ
負
担
ト
ス

一
製
作
物
品
竣
成
ノ
上
ハ
本
校
ョ
リ
其
旨
ヲ
依
頼
者
二
通
知
シ
特
別
ノ
契
約

ナ
キ
限
リ
ハ
本
校
内
二
於
テ
之
ヲ
引
渡
ス
モ
ノ
ト
ス

（「
韮
大
正
十
匹
本
校
内
規
及
取
扱
決
議
書
頬」
）

帝
国
議
会
議
事
堂
装
飾
の
依
嘱
製
作

昭
和
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
、
本
校
は
大
蔵
省
営
繕
管
財
局
よ
り
新
築
中

の
帝
国
議
会
議
事
堂
（
今
の
国
会
議
事
堂
。
昭
和
十
一
年
完
成
）
の
議
院
本
館

正
面
玄
関
プ
ロ
ン
ズ
枠
及
扉
、
正
面
内
部
ブ
ロ
ン
ズ
両
側
扉
、
中
央
帝
室
広
間

境
プ
ロ
ン
ズ
枠
及
扉
、
質
衆
両
院
ブ
ロ
ン
ズ
枠
及
扉
、
議
院
本
館
大
臣
室
外
ブ

ロ
ン
ズ
枠
及
扉
の
鋳
造
製
作
と
取
付
工
事
、
議
院
本
館
便
殿
及
皇
族
室
の
漆
塗

及
乾
漆
、
蒔
絵
を
依
頼
さ
れ
、
近
年
に
な
い
大
規
模
な
依
嘱
製
作
を
行
な
っ

こ
。

f
 鋳

造
部
門
は
昭
和
四
年
十
一
月
、
大
蔵
省
営
繕
管
財
局
よ
り
議
院
本
館
各
扉

⑩
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